
耕地雑草の発生に関する実験的研究体1紛

土壇水源の多少と埋土雑草種手発芽及生育並にその季節的消畏に蹴て

笠 原 安 夫

k多〈なる。とれに反して遁当に作物種類を組

合せて循環的に栽精ずる所調輪作は雑草を少く

する、特に71<回を畑或は反対に畑を水閏に韓換

すれば雑草の発生が少ぐなれ除草労カが著し

1.緒 .雷稲田雑草はその生育期聞が5 確めんとして昭和20年よP主題の実験を施行し

-9:月の比較的道期間である故時期による費化 てゐるので拾に同23年起に得られた結果を報告

は少いが畑地雑草の種類及発生量には季節にょ する@

って消臭があP叉同じ季節に於ても栽培する作 2.賦験の方法及結果各年によって若干

物の種類によって相異がるる、よって同一土地 試験の方法を極東してゐるので各試験年度~W亡
に同じ作物を蓮作するとそとに遁する雑草が年 モの方法及結果を記述する。試験は各年ともガ

ラス室下に於て施行した。

(1)昭和20年夏の試験同年5月上旬舵水回裏

作の小愛国の土を風乾してその一定量を各鉢に

入れた。 (a)水回J伏態とLては径15.5cmの湛
〈減少する事は既に論議せられてゐる.向的問(7)

7.k用ホ・ツトに土を入れ常に2-3cmの深さに.
叉最近普及を見つつある水稲睦立移植或は乾田

直播の場合睦上と谷溝との発生雑草種類の異る 湛水した。衣に (b)均歌態に保しめるために

ととを箸者が先の報告何に於て指摘した4又吉 径 18cm素焼ポットの土に毎朝1回づっ如露で

岡氏等(8)依湛7.Kの深いものが浅いものより著し 潜水した。そして7月9目、 7月16日、 7月23

〈雑草の発生が少いと去。、 M.B Garcia向 日、 7月30日に夫k試験を開始した、各鉢共硫

も稲甲雑草の発芽、生育と湛水付深さ、水視の 安 19，温石 19，硫加 O.4gを施用し売。?宵

多少との関係を報告した@処で同じ水回に於け 30日'は事故のためその成績結果は除外した。各

る睦上も谷溝も叉初年度の韓換畑や乾回直播の 試験の雑草発生を調査の結果は第1表及第1図

場合も発芽カある埋土雑草何種子の種類や量に の如〈である。同表によると同じ問土を採って

は大差がない筈であるにも拘ら歩、陸上と谷溝 浅〈湛水する場合と畑紋態に宇る場合とてでは雑

草主回直播岡・友韓換畑と湛水筒とではその発生 草種類とその発生量が遣って来るととがわかる

雑草の種類及ひ・量が異って〈るのは湛水するか 湛水ではタマガヤツ H、キカシグ今、アゼナが

或は畑紋態にするか叉その71<漁の多少によって 多く畑散描ではメヒシメ、コゴメガ・ャツ P、=

雑草種子の発芽生育が異るものでるるととは容 ハ忠コリ与が多い司叉両者共遁雑草としてはコ

易に首肯し得る。モとで著者はとれを実験的に ゴメガヤツリ、アゼナ等が見られる、総体的に

第 1表 土壊の水漁とその援土雑草種子の発芽及生育(昭和20年〉

法方理盛口
H始関鑑賞 雑 草 種 類 |立212J

7月9日回土 71t図扶態 Cy(42g) Ro(15) Li (8) Do (5) Or (1) 寸 n.9K2 E 

7月9日間土 !畑員長重賞 5y(12) Cypl6) Er (2) Fi (1) N:咲 1) 22 2.81 

7月16日間土 水回扶態 Cy(22) Ro(24) Li(16) Do (5) EcE(10) Or 77 12.93 

7月16日国土 畑扶態 8y(.26) Cyp(14) Le (5) Er ~G) Ech(3) Bo (1) 8t. N岨・ 55 7.04 

7月33日図土 71<回放態 &(24) Li(20) CY(11) Mo(ll) Do (5) Cyp(7) Or 78 13.10 

7月33日間土 畑扶態 8y<.，36) Cyp(9) Le (4) Cy (2) ]i:r(4) • Fiく1) Or 56 7.16 

備考 (1)雑草名 ダマグヤ、~)J Cy， キカシグサ Ro， アぜすて Li， アプノメ Do. さグハヨベ Or，

メヒ Vバ 8y， ::1 ~メ力ヤツリ Cyp， ーハホョ" Er， ヒヲ~ 9::1 :Fij イ買-Jfラシ N回， '̂イヌピZ
E伺，ア奇r:-JfヤLe， ヒメイ買ピ%Ecb， ".ナイバナ Bo，.!主ノフス..，..8t， (2)水回放態は逮71<
2-3clUιした。 (3)畑扶態は毎朝如露にで十分派める筏度注水した。 (め 9月初日に雑草ま

を測定した。
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国土の試蓄食に於ては潜水する場合が畑扶態より

も雑草発生量2-4倍が多y:、，

国土を7月2日、 8月21日、 9月2日に前年同

様に試験を夫k開始した。又同時に1鉢20粒宛

の籾を蒔いて視と雑草の発生開始が何れが早い(2)昭和21年夏の試敬同21年5月に採集した

3 か比較して見た、その結果は第

第1図水閏土の7.k棋の多少と雑草発生
左主" 7局9日 7月9日 7月16日 7月16日 7沼23日 7 s23日

2表の如〈でるる。同表による

と国土を7月及8月上旬に湛7k

開始した場合には湛水区は、キ

カシグサ、コナギ、グマガヤツ

リが多〈発生する、衣に湛71<.を

少くした畑地献態は、アゼガヤ

コゴメガヤツ F、ヒデ!1:7、メ

ヒシパの発生が多い。市9月2

日潜水開始は、既にヨナギ、コ

ゴメカマツリ、グマガヤツリ、

アプノメ、ヒデリコの類は溌生

しない、畑地獄態ではイヌピユ

スベPヒュ、ハコベ、グネツケ

パナ等が発生じてゐる。叉同表

によると前年産の視の発芽は既水回歎態 畑歎D *図汐 ~II 水閏グ 畑グ

第 2 表 土壊の7k撫の多少とその塩土雑草種子の発芽、生育並に籾発芽〈昭和21年〉

富山島理方法 I~a l副長官官I~a j 雑 草 種 獄!医芸語2

7一月肘M…2日一J日LJJJ;:
:1ト畑M…叶歎悶吋怒nl籾M…叫獲M吋芽判|川 1lド;:::i1虫泣r判j1忠なお判::工ご同::ご司:~I 1μ同切附……9似刊川叩(}句ω}泡ωW仰ωgρω拘〉児均州C句伽yp，1.2…油削く伊0.1)1 11).61 1 お

|雑草褒芽12.516.41 9.9116..01 

月..":1日州JJJ日則J」Jl;1沖:1昨|トト水細一悶時欺附態1:孟詞1lh?ぷ」山~149判14レは4ωJ斗".:~斗1トμ~鉛」48.:1 I恥いいC匂…y山恥いL…u 
1:1ド畑歎悶態1:孟ぷ:118吋31祁|吋8副IIc.l'p， 8y. Fi. E 

備考 1.雑草;t・・・2 ナギ Mo ::r ""!/キサゥ Eu チ干ウヂタダ Lu -=ハホ::r1) Er イ買ピユ.Am

(18) 

見ペ Pヒユ PO ハ:::z"'( Ste 'lPクロサウ1.111 !ilネヲケバナ Car トキ Fサウ Ce

t̂ ズメノダヲホウ Al...ll月上旬新雪量生〉其の他修 1表と同じ

.2. *悶妹、tl1は進水2-3cmの深さに保しめた。 3・畑地炊飯は毎朝如露にて十分潟める斜度に潜水
した。 4，鉢の大きさは水回社走態のもの直径15.3cm畑地獄郊のもの直径18cmである。 5.親
20勉宛播種、雑草種.及後生量・r.t7月2日のもの弘10.s10日、他は11月15日に調査する。 日， 8月
2日獄験開始のもの 1ヶ月後にはDo・ Li.Or. Fi. Cyp. Mu.. Eu. ...開花する。7月2日試厳開始のも
の2ケ.s後には前記雑草は結貧する、 Li.Do. 8yょ停臥紙に種子股落、 Mo・Ro・等は開花する。
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に入梅期を越してゐるためか不良である。特に

湛7](区に於て悪い。(湛7.K'鉢はガラス塗下めため

水温の高い。〉而して潜水では籾よりも雑草の発

生が早い、畑朕態では大体級友雑草の発芽開始

は同時期である。叉籾及雑草共9月2自のもの

が発芽開始が最も遁い、とれは無温が低いため

ならずし。而して閏土を湛水したものは畑歌態に

保せ?と区陀比較してその雑草発生量は3-7俗

であり、潜水と畑扶態両者聞に於ける発生雑草

の種類は可成異る。

秤重して水を注加する。斯く閏土、畑土共湛7.K

飽7.K及飽水の70.50%と合計8区の試験区を設

けた。試験開始は6月27日である。その結果は

第3衰の如くである。同表によると問土は飽水

区が雑草最も多く戎で6cm の潜水区が多く、

70， 50%はとれらより雑草発生は少〈て約1/3

程度である。畑土はとれに反して水分の少い50

M区が雑草発生本数及発生重量共に多い。ヨたい

で70~，、飽7.K区であり、 6cmの深さに潜水した

区は雑草発生が最も少い。叉回土の雑草発生種

類は湛水区はコナギ、キカシグザ、アプノメが

多いが回， 70%区ではメヒシパ、コゴメカヤY

りが多い、畑土湛7.K区はアゼナのみ発生し 50，

70%区ではメヒシパ、ヒメイヌピヱが多い、と

れによって閲畑夫々の土佐於て7k淑を加減すれ

ば懐令同一埋土雑草種子を含むもその発芽する

(3)昭和22年の試験

(A) 夏に於ける試験・・・…本試験に於・ては閏

土と畑土の両者を同22年5月に採って、先づ風

乾して一定量の土を鉢に入れた。とれを両者共

6cm湛水区、素焼ポットの底部を7.K漕に漫漬U

tc飽水区と、叉予めその飽和水量を測定Lてゐ
いて、モれに対し70%.50%にたる様毎日 1回 雑草種類と量が異るととが明である、衣に粗と

畑土

第 3表 土壊の7.K漁の多少とその埋土雑草種子の発芽、生脊並に規発芽〈昭和22年の1匝〉

理 方 法 3a~ 8 a~ 15E1~同 資金雑草種平 }伊阿附説科叩[民ニ品ぷι
叡一1:出孟ι;引12: 11~引;1l1:引:1|;:: l除と坑t笠:〉而削W叩恥恥Ro(7)げの7η…コ

飽和鹿|比;ユz詞:引1~引:引1 3:引;4|判咋立r出抗rg2℃でi之U:?yr口ごご?γア3.1川1り叫〉
吋孟z:引11:パ|:引|1;判::引:Hi;引l芯訟ri均ωω附似…勾紛制別3g)Sy(河刈洲刈s匂収Sy(7)F……y(灯灼ω川〈σの川川7η引刊〉げ川F町町町…iκ叩ωω(υ仰ω…1川川川5句伽コ)n叫ω1り判〉
二竺0ア%Jil[型?哩坦堕且Lυ1 _::I:;|;陣営ztfTーで|出土ブケ，224

|1.5卜0十創仰) 6_**]，1[1叫:|;:31 40 40 I Li(l. 5g) 20 

飽和産|国::I:引;ql;引;q|;引;バI~ど?rrrrrI日i一

:引11~判::引;1| :引:1ご詑2主計r:冗rtてr1官?アzr0r〈…河山~ο卜ド1.11卜1
[い1;:引:111:引1:1医:ごf口r亡;:了:ブ8…〉川川山Er川川rげ山p~ l卜川0.2ベ2イ十!ト2.84イ………|トトト川同11山M山1.2同悶2鉛制8倒4 

備考 (1)雑草名 アぜタウ完fラvLin. チカラグサ El・ 2 イ買すラ V NIl. ハルタヂ Pol・ ヒメイ買
ピ:r.Ech. :r.，?キグサOc. =ν、申=リ Er. ヨ z シキサウEu. カダ川書 0%. 其の他第 1，2表
と問じ (2)貸験開始8月27日 (3)鋭利llH..:素焼ポV トの底部を水1曹に告書演じた。 (4)50. 70'}'; 
医とい占、のは飽和永援に望号する怠景歩合である。 (5)7月29日雑e量測定す。'Jf.験開始1ヶ月後に
は Li.8y. Or. Cypの一部開花する。
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雑草の発芽の早さを見るに、回土では艇よりも 験と同特に採・った回土、畑土を用ひて湛水、飽

雑草の発生開始が早い、畑土は70，50%区では 水、 70，50， 30%の区を設けたも第4表に於て

雑草の方が籾より精早4費生ずるが飽水及湛7k は10月7目、第5表に於てほ11月15日iに夫k小

区でほ反対に雑草が規発芽より遅い、とれは長 支を播種すると同時に試験を開始した。，同表に

年.の71<問、畑夫々の土を採ったため前者には水 よれば小麦は同士、畑土共に湛7kでは金〈搭芽

閏雑草種子、後者は畑雑草種子が多〈含まれて しない、飽水区でも発生.(1:極めて少い、 70%区

ゐるととを示し、回土は湛水の如〈水分の多い も叉少い、 30-50%区に於て多〈発芽する。而

場合、反対に畑土は水分の少い場合に於てよ〈 して7.K掃の多い湛水、飽水等の極端医小衰の発

発芽生育するは当然であらう、市して一般陀夏 芽が悪い区を除けば他は雑草よりも4壊の方が
に於て陪畑土より目土の方が雑草を多〈発生す 発芽開始が早いととを知つ'k。一方雑草発生を

る傾向がある。 見れほ回土に於ては飽水及70%区が雑草発生量

(B) 秋に於ける試験本試験は(A)夏の試 が多い。ョたに50%、30%である、夏に多かワた

第 4表 土壌の水源の多少とその埋土雑草の発芽、生育並にtl、愛発芽く昭和22年秋A)

72122iEE25112 4 月 9 日雑草量調査
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備考 (1)雑草名 ヤ h ムグラ Ga. ツメクサ Sa. ムシタサ Ve. エえずメノカFピラ Po.ら ナヅナ C晶
者、ナグサ Oer J、ョベ Bte. オホイ買 7.ryVer. 其の他停3表と同じ

仁2)各鉢共風乾土を1.&底入れた。 (3)試験開始は10月13日1鉢智小委2(1粒播種ιた。 (4)還を芽教
はS鉢の合計吉正示す。 (5)12刃18日以後毎日の秤重注水d中止した、それ以後は適度注水した、

量生産Al以外の大指孤内の雑草は請書水中止以後に発生した。 (6)小J!!の出稼開始3局11')日、同日に
於ける雑草の生育股況はOer開花中、其の他は特賞してゐる。
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第5表土壌の71<漁の多少とその埋土雑草種子の発芽、生育並に小麦溌芽く昭和飽年の秋B)

竺月押型|!Ri?!刊坦;羽掛脚附5副貯鵬制叩|ぽ閣閣?狩悶~ I 轟轟
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備考
(1)
雑草名 前書更に同じ アレチ〆ギク Er.

(2)
貧厳開始 11月10日(3) 1月9日以後は毎日Jlfl量

注水を中止Lて潟水産はtそのま L績けその他a費量度に潜水した。 (4)3月15自に於て Bte.j再花紺
賞、 La開花、 4月27日に於て Cer.Ver. P6a. Ste.俸は特賀、A1.Bt. G&・未開花、

潜水区が秋の季節には発生が極めて少い，とれ 土を前年の秋に試験したと同巴試験区を設けて

は湛水に誼す1:>雑草は夏の暖い時期のみに第生 4月中旬t亡IJ、愛と視の両者五と同時に1鉢10粒づ
ずるものが多いためである『 つ播種した。その結巣は第6表のま日〈である。

そして何れもスズメノヂツポウが最も多〈発 第6表によれば閲土、畑土共に湛水区It:於て
生して、ノミノフスマ、又ズメノカグピヲ、ミ は小麦は発芽しない、稲は反対比水分の最も少
ミナグ今、タネツケパナ、ムシタサ、ャzムグ

夕、ハヨペ等の発生が見られる、そじて50，30 

%にたればスズメノテツポウは生育が劣る、叉

畑土佐於ては70~ 飽水、 50"区が発生置が多〈
30%区が少い、スズメノカタピラが最も多い吹

いでハコベ、スズメノテツポウ、ミミナグサ、

大イヌプグ人ナズナ等が発生する、吉【秋t亡於

ては一般に閏土よりも畑土佐於て雑草発生が梢

多'い。

(4)昭和23年春の試験本試験の試料は前年の

い30%に於ては発芽不良である。特に畑土では

殆んど発芽しない、 4月中下旬に於ける小麦、

稿、雑草3者の発芽競争は湛水区を除いて小麦

最も早丈雑草とれにつぎ稲は可成り遅れる。と

.l.fC注目すべきは閏土年ても4月中旬κ濯水を
開始した場合、潜水区のみは稲岡の雑草のγゼ

ナ、ミグゾ、コペ、アプノメ、タマガヤヅリ、コ

ゴメガヤ'Yll等を生やるが、その発生量ほ未だ

少い、そじて稿問主要雑草であるコナギ.キカ
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第6表 土嬢の7.l<1:桑の多少J:その榎土j雑草種子の発芽と親、賓の溌茅〈昭和:&3年若手〉

6J! 5月
6 J! 7 日雑草本重量調進

3鉢箆・りの

26日 5日 15日
本鍛 /11.

ィ、.. 量産芽 。 。 o I Li (乃 Or(23) Do (2) Cy (4) 。
潟水 穏軍を芽 。 22 26 26 33.7 

雑草査を芽 。 46 M 36 8.7 

小菱重量芽 26 28 29 29 Al (59) Cer (4) Car (5) Poa (9) 29 114.5 

飽* 積雪量芽 。 。29 27 8t (25) Ve (10) na8 (1) 27 18.8 

雑草漫芸F 。 41 121 121 na (1) Ga (1) Pol (1) 116 67.0 

小~妥芽 23 27 }l'i 27 Al (43) 8t (21) Cyp (12) 27 !18.7 

*悶 70% 穏重量芽 。 5 24 22 Vt(10) Cor(5) Ga(l) Ca(l) 不明(16) 22 16.6 
雑草愛芽 。 58 122 lZ0 Cer (1) na (2) n制 (2) 日(2)Cy(6) 116 21.4 
小委事E芽 28 26 26 Al (15) 8t (17) Pol (2) A. (1) 26 75.3 

田，% 翁後芽 G 28 27 Ga (1) Car (2) 不明 (2) Cyp (1) 27 28.6 

雑草後芽 1) 48 56 43 25.6 

小委妥芽 27 28 30 3(j Al (10) 8t (8) Pol (2) Ga (3) 30 63.5 

30% 精査聖芽 。 。21 26 Car (1) 26 24.1 

雑草重量芽 れ 8 28 30 24 4.8 

小委渡芽 。 。。 o I Li (19) Cyp (4) P叫 (1) 。。
都7~ 精査聖芽 。 1 21 22 Al (2) 22 21.7 

雑草還を芽 o 1 50 62 26 3.8 

ノj、姿褒芽 23 25 25 26 poa (84)' B (8) Al (13) 1.0 (3) 25 3.1 

飽水 稲軍基芽 O' 。22 24 Cyp (2) 8y (4) 8tt(11) T..a (1) 24 4.0 

華韓掌雪量芽 。108 181 16~1 Am(l) Cer(12) Vilr(l) C8(1) Cl (1) 134 13.9 

4、~褒茅 4 u 13 13 Poa (36) Al (6) 8y (6) Cyp (4) 13 21.1 

畑土 70% 総量産主F 。 2 26 2!J 8te (7) Cer (3) Ca (1) R'l (1) Cyd (3) 2H 6.1 
雑草姿:w 。 57 130 137 Ce (1) El (8) Pol (1) 8t 72 8.4 

小委事費:Jf= 17 27 27 27 Poa (32) 8te (11) Cer (12) 8y (7) 27 47.0 

関係 総褒芽 。 2 2¥l 30 8e (1) 1..a (1) 8t (4) Er (1) Ox (1) 30 5.4 
雑草重量芽 。 98 155 146 Al (3) Cyp (5) Am (1) Pb (1) B" (1) 80 9.6 
小型F査費芽 12 27 27 2'i 8y (5) La (2) 8te (2) Poa (14) 27 36.7 

30% 稽褒芽 。 。 1 1 J Cyp (1) Al (わ Ew(1) 1 l.~ 

聖書草委芽 。 5 45 53 El (1) &b (1) 29 3.5 

備考 (1)雑掌名 ホトケノザLa・ イ買ピユ Arn. ダイョ~ Rh・ チカヲグザ El. ="ヨログ

サ 8e. レVグ Ao.~の他前表主同じ く2)4月12日各鉢、殺、小委10粒宛播種した。 (3)3鉢
官官の本獄、-;1置は小委5月17日稲及雑草は8月7自の測定でナる、...時に於て Po. 8te. Car. D8. 8t. 
Ga.申書貸してゐtc、Cfl. Al. La Po. Cer. LL俸は開花

Vグサ、ヒデHコは未だ発生し℃ゐたい叉 50， が多数発生して未だ稲田に生へる一年生雑草が

初%の如〈水分の少い区はもl:.よP、飽水区の 見られないととである。との湛水区と飽水区の

釦き水分の多い区でも畑雑草のスズメノテ0/ポ 雑草発生の相遣は、第7表土温測定例に見る如

ゥ、ノミノツスマ、ミミナグザ等の越年性雑草 〈。土温が飽水区に於て低いためであらう、叉
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第7表土温測定例

4月22日測定 4月26日5月1IJ日

牛後
測定iWJ 定

牛後2時 4時4'.lp前1時iE 牛

。。lc。
飽ホ 24.0 1 20.0 13.巧守お>.5

71l % 2B.5 24.0 15.0 I 25.0 ・

*岡 50 % 27.3 22.0 15.0 25.0 
30 % 27.8 22.0 15.0 24.S 

滋ホ 28.0 25.0 14.5 23.5 

飽水 2O.S 16.5 14.0 21.9 

7ft % 27.8 22.5 ]5.5 25.3 

畑土 町)% 26，0 22.0 15.5 116.0 

30 % 27.0 20.0 16.0 25.5 

潟水 ~.O 24.5 15.5 27.0 



差が遣うる、 Lがし水分の少い畑地紙態は温水区

企の温度の差が少ない。而Lて春に於ては国土

蜘i土共佐世71<医が雑草最多で吹い-:t:'70-.印%区

であ b30%，潜水区は少い、叉との季節に於て

発芽開始は小愛が早〈吹いで雑草であり、稲は

一番遁れた。

以上の春、夏、款の夫々の試験結果は季節に

よる費生雑草種類の相異のために、 7}¥漁の多少

による雑草発生量の多少は一概に論議出来ない

が、回土を担朕態にするか、反対~~国土を水田

歎態にすれば若干の出畑に拘通的に発生する雑

草(1)(')を除いて他の大部分は発生しない放に雑

草の発生量は可成り低下する事主知った、衣t亡

夢富生雑草主季節的に見れば稲回雑草は4月(湛

水区のみ〉から8月の期聞に発生Iて、 9月には

既に発生が少し、実験的に制限して4月から7}¥

操を輿へて畑地獄態にした場合の試験では未だ

越年生の畑雑事の発生が多くて夏。一年生の畑

雑草はとの時期にほ発生せ今に6-9月上旬起

の期間'!C多〈発生する、それ以後10-11月には

発芽雑草種子は越年生のものにー聾する、との

越年生雑草は翌春3--5月広開花結興す.0が若

し4月に試験開始すればその時生へた越年生の

雑草は6月に開花結実する新〈著しく生育期聞

が短縮するととを知った、との試験結果から岡・

畑に自生ずる雑草発生の消長を推察すれば越年

生雑草は秋の10-12月に発生して塑春から夏に

開花結実する、叉時には遁れで 3'. 4月に発生

するものもあらう、 1年生雑草は晩春から夏に

稀には秋に発生Lて1.2ヶ月の内陀開花結実

すると思ほれる、新〈雑草発生の季節的措長は

援土してゐる雑草種子がその種類によって発芽

生育tl:誼ずる気温と同時に妻子遁の水操を得るか

否か陀あるー M.B. Garcia仰が述べてゐる様

に土嬢水量の多少ず雑草の種類によヮτ(a)

雑草種子の発芽 (b) 雑草の生育に及~す彫継

が具-り、 叉 (c)湛水の深さ陀対する雑草幼植

駒の抵抗性の強調によると云ってゐる@常著者

は湛7.Kが (a)の埋土種子の発芽と尉係すると

息はれた@健司祭、夏に発芽した雑草は開花成熟

までに氷間最能では2/3畑飲首位では 1/2.秋発

芽のものは1/2-1/31'L滑誠した。

摘 ~ 1) 本試験は春、夏、秋の夫島

の季節た就て風乾した問土及畑ごとの1定量をポ

ットに入fI，て、 j1<困及畑欺態に保しむべく夫K

71<源を加減し発生雑草の種類と発生量の関係を

調査した、同時に親、小麦を蒔いて作物と雑草

との発芽腕守の関係を見'kc

2') 夏季陀(a)問土を湛7.K又は飽7.k般態にずれ

ぽその雑草発生量は畑獄態のものより 2-7倍

多い、 7}¥閏朕態寸きはコテキ、グマガヤツ H、キ

フケγグザ、アプノメ、アゼチ等が多〈、7.k操の

少い畑脱脂で吟アゼガャ、=ゴメガヤツ P、ヒ

デリコ、メヒシパ等が多い、 9月になれば多

ぐの7.k図雑草は発生しない、:9¥:陀(b)畑土肥於

ては水分の少い50%区が雑草量発生が多〈、潜水

すればアゼナが発生するのみである。

3) 秋に於ては(a)国土ではスズメノテツボウ

ノミ/ア又τ、スズメノカグピヲ、ムシグサ、

ヤへムグヲ、タネツケパナ等め誕生が主主主ーもの

で、発生量は飽水、 70.50. 30%.潜水区の順

に発生が少〈なる~ (b)畑主ではスズメヌカグ

ピラ、スズメノアツポウ、ハコペ、ミミナグサ

ヤへムグヲ等が主に発生する、而して 50.70， 

飽水区に於て発生が多〈、次いで30%であb、

湛水区は極めて少い。

4) 春に於てはCa)回土の温水区のみは稲岡雑

草の一部が発生するが飽水以下の水分では越年

生の畑雑草が発生i光、雑草発生は飽水区が最

も多〈、次いで屯 70，印%区が多い、最も少い

のは湛7K及30%区であった、 (b)畑土も発生順
位は大休とれと同じ傾向があった。

5) 夏季は一般に粗発芽より雑草の発生開始が

早〈、秋季は雑草よPも小麦の発芽が早い‘脊
季は小麦、雑草、籾の順ヲたに発芽L光、向発生

Lた雑草は開花成熟までに1/3-2/31'L減少t..i"t
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